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 東 京 外 国 語 大 学 で は 、 新 入 生
（ お よ び 3年 次 編 入 生 ） の 必 修 科
目 と し て 、 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」 を
平 成 1 3年 度 か ら 新 設 し ま し た 。授
業 の 目 的 は 、 ( 1 ) コ ン ピ ュ ー タ や
イ ン タ ー ネ ッ ト の 基 礎 を 理 解 す
る  ( 2 ) 学 内 の 情 報 機 器 の 利 用 方
法 を 学 び 、有 効 な 情 報 検 索 を 行 う  
( 3 ) 専 攻 語 を コ ン ピ ュ ー タ で 使 う 、
の 3点 で す 。 授 業 は 1学 年 約 8 0 0名
を 3ク ラ ス に 分 け 、7月 ま で の 半 期
1 3コ マ （ 講 義 お よ び 実 習 ） で 、 複
数 の 教 官 が リ レ ー 方 式 で 分 担 し
ま し た 。 な お 、 こ の 授 業 の 内 容 を
も と に し た 図 書 の 刊 行 が 予 定 さ
れ て い ま す 。  
 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」 の 授 業 の う
ち 、 第 8回 と 第 9回 の 2コ マ の 講 義
( 6月 1 2 日 ～ 2 1日 )に つ い て は 、 附
属 図 書 館 の 事 務 職 員 が 担 当 し ま
し た 。図 書 館 に 割 り 振 ら れ た テ ー
マ は 、 「 情 報 検 索 法 」 で し た 。 第
8回 は 、 情 報 検 索 の 基 礎 、 ま た は
そ の 前 提 と な る も の と し て 、図 書
館 の 使 い 方 を 説 明 し ま し た 。教 員  
の 担 当 し た 各 回 の 内 容 は 、主 と し  
て 狭 義 の 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」 つ ま





心 の よ う で し た が 、そ の コ ン テ ク
ス ト の 中 で 図 書 館 の 分 担 す る 回
に 期 待 さ れ て い る も の は 何 か と
考 え 、 第 9回 は イ ン タ ー ネ ッ ト 上
で の 情 報 検 索 （ 蔵 書 検 索 、 文 献 検
索 、 サ ー チ エ ン ジ ン 等 ） の コ ツ と
実 例 を 、現 場 の 体 験 に 基 づ い て 説
明 し ま し た 。  
近 年 は 、情 報 リ テ ラ シ ー の 向 上
や I T環 境 の 整 備 が 国 の 政 策 と し
て 推 進 さ れ つ つ あ る こ と を 背 景
に 、全 国 の 多 く の 大 学 で 情 報 リ テ
ラ シ ー の 授 業 が 開 設 さ れ る よ う
に な っ て き ま し た 。 ま た 、 授 業 の
一 部 を 図 書 館 職 員 が 担 当 ま た は
補 助 す る 機 会 も 増 え つ つ あ り ま
す 。日 本 図 書 館 協 会 大 学 図 書 館 部
会 と 国 公 私 立 大 学 図 書 館 協 力 委
員 会 の 主 催 す る 第 1 8回 大 学 図 書
館 研 究 集 会 （ 9月 1 3日 ～ 1 4日 ） の
第 二 分 科 会「 情 報 リ テ ラ シ ー と 相
互 協 力 」（ 発 表 7件 の う ち 1件 は 、
東 京 外 国 語 大 学 か ら の 事 例 報 告 ）
の 分 科 会 趣 旨 に は 、「 情 報 リ テ ラ
シ ー に つ い て ，文 部 省 大 学 審 議 会
で は ，平 成 1 2年 1 1月 2 2日 答 申 に お
い て ，「 主 体 的 に 情 報 を 収 集 し ，
分 析 し ， 判 断 し ， 創 作 し ， 発 信 す
情報リテラシー教育 （情報検索Ⅰ ,Ⅱ）
附属図書館
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る 」 能 力 と 位 置 付 け て い る 。 と り
わ け ，社 会 全 体 の 生 涯 学 習 へ の 意
欲 が 高 ま る 中 ，大 学 図 書 館 が 情 報
リ テ ラ シ ー の 能 力 の 向 上 に 果 た
す 役 割 は ま す ま す 重 要 に な っ て
い る 。」 と い う 記 述 が あ り ま す 。  
各 大 学 の 図 書 館 で は 従 来 か ら 、
そ れ ぞ れ に オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
や ガ イ ダ ン ス を 実 施 し て き ま し
た が 、多 く の 場 合 は 任 意 参 加 の た
め 、学 生 の 在 籍 者 数 に 比 し て じ ゅ
う ぶ ん な 参 加 者 数 が 得 ら れ な い
悩 み が あ り ま し た 。必 修 科 目 の 中
へ の 図 書 館 の 担 当 回 の 組 み 込 み
は 、図 書 館 の 使 い 方 や 情 報 検 索 の
基 本 を 利 用 者 全 員 に 行 き 渡 ら せ
る と い う 目 標 へ 向 け て 、大 き な 前
進 と い え ま す 。  
 と こ ろ で 、 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」
と い う 用 語 は 、 狭 義 に は 、 コ ン ピ
ュ ー タ の 操 作 技 能 の 習 得（ コ ン ピ
ュ ー タ ・ リ テ ラ シ ー ） を 指 し ま す
が 、 広 義 に は 、 情 報 を 収 集 し 、 整
理 ・ 加 工 し 、 自 ら 情 報 を 発 信 す る
ま で の あ ら ゆ る 知 識 ・ 技 能 を 含 み
ま す 。 ま た 、 「 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ
シ ー 」 と い う 用 語 は 、 「 情 報 リ テ
ラ シ ー 」の 同 義 語 と し て 使 用 さ れ
る 場 合 も あ り ま す が 、 狭 義 に は 、
メ デ ィ ア を 読 み 解 く（ 報 道 に だ ま
さ れ な い ）主 体 的 な 判 断 力 の 養 成
（ メ デ ィ ア 論 、 マ ス コ ミ 、 ジ ャ ー
ナ リ ズ ム 等 と 関 連 す る 、社 会 学 的
領 域 ） を 意 味 し ま す 。 図 書 館 の 立
場 と し て は 、 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」
を 広 義 で 、 つ ま り 、 機 器 の 操 作 だ
け で は な く 、情 報 を 主 体 的 に 発 信
す る た め の 基 本 技 能 と し て と ら
え て い ま す 。 レ ポ ー ト ・ 論 文 の 内
容 面 の 指 導 は 教 員 の 領 分 で す が 、
参 照 文 献 の 書 き 方 を は じ め と し
て 、形 式 面 の ガ イ ド ／ サ ポ ー ト を
提 示 し た い と 考 え て い ま す 。今 回
の 2コ マ の 講 義 の 時 間 内 で は 、 情
報 の 発 信 方 法 に つ い て ま で 言 及
す る 余 裕 は あ り ま せ ん で し た 。ま
た 、検 索 実 習 の 時 間 も 必 要 と 認 識
し て い ま す 。今 後 の サ ー ビ ス メ ニ
ュ ー 拡 大 と 内 容 の 充 実 へ 向 け て 、
順 次 準 備 し て い き た い と 思 い ま
す 。  
 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」 授 業 は 、 担
当 さ せ て い た だ い た 図 書 館 職 員
の 側 と し て も 、広 義 の 情 報 リ テ ラ
シ ー 、 す な わ ち 、 情 報 の 検 索 ・ 収
集 、 資 料 文 書 の 作 成 、 口 頭 発 表 と
い う 一 連 の 流 れ を 実 習 す る 場 と
な り ま し た 。 た と え ば 、 説 明 用 の
資 料 に 盛 り 込 む 検 索 例 を 作 る た
め に 、こ の よ う に 入 力 す る と こ う
い う 結 果 が 出 て く る 、と い う つ も
り で い ろ い ろ 試 し て み る と 、結 果
が 予 期 し た も の と 違 う 場 合 が し
ば し ば あ り 、 日 頃 、 各 種 検 索 シ ス
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テ ム を 常 用 す る 業 務 に 携 わ っ て
い な が ら も 、使 い 方 を あ ま り き ち
ん と 確 認 せ ず に 使 用 し て い た こ
と に 改 め て 気 付 か さ れ る こ と が
た び た び あ り ま し た 。  
図 書 館 の 分 担 し た 回 の 説 明 資
料 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ に も 公 開 し
（ h t t p : / / w w w . t u f s . a c . j p / c o m m o n
/ l i b r a r y / g u i d e / l i t e r a c y / l i t e r a c y
. h t m l） 、 日 常 の 検 索 案 内 の ガ イ
ド と し て も 活 用 し て い ま す 。「 情
報 リ テ ラ シ ー 」授 業 の 受 講 者 以 外
の 一 般 利 用 者 の 皆 様 に も 役 立 つ
よ う 、図 書 館 の 使 い 方 や 検 索 の 手
順 等 に つ い て 、具 体 的 な 説 明 を 記
述 し 、実 際 に 使 え る 跳 び 先 も リ ン
ク し て あ り ま す の で 、ぜ ひ ご 利 用
く だ さ い 。  
 と こ ろ で 、 一 般 に 、 も の ご と を
調 べ る に は 、 そ れ な り の 手 順 、 方
法 論 が あ り ま す 。調 べ 事 を す る た
め の 知 識 ・ 技 能 は 、 読 み 書 き 能 力
の 延 長 線 上 に あ る 情 報 リ テ ラ シ
ー の 一 環 と し て 、学 生 や 研 究 者 に
限 ら ず（ 学 習 や 研 究 の た め だ け で
は な く ） 、 あ ら ゆ る 人 々 に （ 日 常
生 活 や 卒 業 後 の 実 務 、 趣 味 ・ 娯 楽
の 場 面 で も ） 有 用 な も の で す 。 文
献 ・ 情 報 の 調 べ 方 や 図 書 館 の 使 い
方 に つ い て は 、各 種 の 手 引 書 が 刊
行 さ れ て い ま す か ら 、適 当 な も の
を 選 ん で 目 を 通 し て お く こ と を
お 勧 め し ま す 。こ の 分 野 の 図 書 は 、
「 レ フ ァ レ ン ス 」と か「 参 考 業 務 」
と い っ て 、 N D C（ 日 本 十 進 分 類 法 ）
の 分 類 番 号 で は 0 1 5の あ た り に 配
架 さ れ て い ま す 。  
図 書 館 で は 、 「 情 報 リ テ ラ シ
ー 」 授 業 以 外 に も 、 利 用 者 の 皆 様
に 図 書 館 を 有 効 に 使 っ て い た だ
く た め の 講 習 会 を 今 後 と も 企
画 ・ 実 施 し て い く 予 定 で す 。 実 施
方 法 や 内 容 に つ い て 、ご 意 見 ご 要
望 な ど あ り ま し た ら お 寄 せ い た
だ き た く 、よ ろ し く お 願 い 申 し 上
げ ま す 。   
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本学外国語学部教授 渡邉 雅司 
















後大正 14 年（1925）に辞職して帰国。同年 8
月より翌大正 15 年末まで北京に遊学。昭和 3
年 1 月（1928）より本学の前身・東京外国語学
校の講師となり、以後 14 年 8 か月にわたり漢














◆『新鐫増補較正寅幾熊先生 尺牘雙魚九巻』（明）熊宣機編 中野市右衛門刊行 承應 3（1654） 
1 帙 9 冊 
◆『實字解六巻』皆川淇園 寛政 3（1791）1 冊 
◆『新刊校正用字格』伊藤長胤輯   京都 林芳兵衛 寛政 4（1792）2 冊 
◆『助語審象巻上中下』橘園三宅先生口述 門人釋海定・三上惇・宮永寅筆録 文化 14（1817 年） 
平安書林 3 冊  
◆『助字考證 上下巻』伊藤善韶 浪華 柏原屋清右衛門 江戸刊 2 冊 
◆『續虚字解 上下巻』皆川淇園詮譯 京都 天王寺屋 江戸刊 2 冊 
◆『雜學類編七巻』柴貞穀重修 江戸 須原屋茂兵衛等 江戸刊 2 冊 
◆『助字詳解三巻』皆川淇園編 京都 藤井孫兵衛 明治 9（1876）3 冊 
◆『用字群玉』長井澄明編集 長井澄明 明治 10（1877） 
◆『官話指南第一巻』呉啓太・鄭永邦著 東京 楊龍太郎 明治 15（1882） 
◆『総譯亜細亜言語集支那官話部四巻』廣部精譯述 東京 青山堂書房 明治 25（1892）再刻版 
◆『自邇集平仄編四声聯珠』福島安正編 東京 博文館 明治 35（1902） 
◆『北京官話 虎頭蛇尾』金国璞編 北京 日本人清語同學会 明治 40（1907） 
◆『談論新篇』金国璞・平岩道知 合著 東京 文求堂 大正 13（1924）第 14 版 
◆『華語跬歩』御幡雅文編 東京 文求堂 明治 40（1907）5 版 
◆『官話指南総譯』呉泰寿著 東京 文求堂 明治 41（1908）年 3 版 





本学外国語学部教授 小林 二男 






◆『新鐫玉茗堂批點按鑑參補北宋志傳十巻』研石山樵訂正 織里畸人校閲 玉茗堂 萬暦 46（1618）刊本 
1 帙 5 冊 
◆『合刻管韓二子（管子二四巻，韓子二十巻）』葛鼎・丁此聘訂閲 崇禎 11（1638） 1 帙 6 冊 
◆『正字通十二巻首一巻』張自烈・廖文英仝輯 清畏堂藏板   康熙 24(1685)  4 帙 31 冊 缺巻六の中下 
◆『顧氏音學五書三八巻』（清）顧炎武撰 符山堂藏版 康熙６(1667) 2 帙 20 冊 
◆『大廣益會玉篇三十巻』（梁）顧野王撰（唐）孫強校（宋）陳彭年重修   康熙 43(1704)･仿宋本   
張士俊刊   澤存堂藏板   1 帙 3 冊  
◆『唐試帖細論六巻』（清）魯亮儕評釋 本衙藏板 康熙 54（1715）1 帙 4 冊 
◆『嘯餘譜十一巻』（明）程明善編 清康熙刊 2 帙 23 冊 
◆『天津縣志二四巻』（清）張志奇・朱奎揚総裁   呉廷華総修 乾隆４(1739)  1 帙 8 冊 
◆『繍像女才子十二巻首一巻』鴛湖煙水散人撰 大徳堂 乾隆 15（1750）1 帙 4 冊 
◆『雲林別野新輯酬世錦嚢四集』（清）鄒景揚輯 乾隆 36（1771）1 帙 16 冊 
◆『藏園九種曲』蒋士詮 經綸堂 乾隆 39(1774) 蒋氏原本   2 帙 12 冊 
◆『尚書後案三十巻尚書後辨一巻』（清）王鳴盛 乾隆 45(1780)１帙８冊 
◆『皇清開国方略三十二巻首一巻』（清）阿桂等奉勅撰  乾隆 51(1787)  1 帙 8 册 
◆『六書通十巻』（明）閔齋伋撰  （清）畢弘述篆訂   順治十八(1661)年序基聞堂篆訂  閔氏稿本        
  1 帙 10 冊 
◆『玉燕堂四種曲』張漱石 光齋堂 清乾隆中刊 1 帙 8 冊 
◆『荘子雪 内篇外篇雜篇』（清）陸樹芝輯註 嘉慶 4（1799）文選樓藏板   1 帙 3 冊 
◆『繍像 錦香亭全傳』九友山房 嘉慶 7（1802）4 冊 
◆『乾隆府廳州縣圖志五十巻』乾隆勅撰（清）洪亮吉撰 嘉慶７(1802)  1 帙 8 冊 缺 24～50 巻 
◆『元史藝文志四巻元史氏族表三巻』（清）錢大昕  江蘇書局刊版 嘉慶 11(1806)  1 帙 3 冊 
◆『埶文備覧十二集百二十巻』沙木集注  本衙藏版  粤東督榷使者長者白阿克富 嘉慶 11(1806)  
3 帙 26 冊 
◆『増補剔獘 五方元音二巻首巻一巻』（清）樊騰鳳手著旧本  趙培梓改正新編   京都文成堂藏版   
嘉慶 15（1810）  1 帙 5 冊 
◆『豈有此理四巻更豈有此理四巻』醒目齋梓 嘉慶 19（1814）1 帙 4 冊 
◆『説文字原韻表二巻』（清）胡重編 金孝柏訂 歸安姚氏咫進齋藏版 秀水金氏月香書屋 嘉慶 16(1811) 
◆『繍像天雨花』梁渓陶貞懐編 嘉慶 18（1813）2 帙 32 
◆『繍像薀香丸四巻』 嘉慶 22（1817）4 冊 
◆『繍像梅花韻全傳十巻』鴛湖藏版 道光 1（1821）9 冊  缺第十巻 
◆『金石學四巻』（清）李遇孫輯 芝省齋藏版 道光 4（1824）2 冊 
◆『康熙字典四十二巻』 道光七年（1827）奉旨重刊本 4 帙 40 冊 
◆『文心雕龍十巻』（梁）劉勰撰 兩廣節署刊朱墨套印本 道光 13（1833）1 帙 4 冊 
◆『重刻字學三書』   十芝堂藏板  道光 2０（1840）重刊 1 帙 6 冊 
◆『學治一得編』何耿繩輯 眉壽堂刊版   道光 21（1841）  
◆『明刑管見録一巻』（清）穆翰撰 眉壽堂刊板 道光 27（1847） 
◆『納書楹曲譜四巻續集四巻外集二巻補遺四巻』（清）葉堂訂譜(清)王文治參訂 納書楹藏板  
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道光 28（1848）3 帙 12 冊 
◆『玉茗堂四書』（明）湯顕祖撰 道光 28（1848）1 帙 4 冊  缺「牡丹亭還魂記全譜」 
◆『玉茗堂四種』（明）湯顕祖撰 臨川湯若士原本 玉茗堂 清刊 8 冊 
◆『正音咀華三巻續巻一巻』（清）秬薌甫 雙門底聚文堂藏板 咸豐 3（1853）1 帙 2 冊 
◆『爾雅郭注義疏二十巻』（清）郝懿行撰 呉門湯漱芳齋刻印  咸豊 6（1856）1 帙 8 冊 
◆『忠孝節義二度梅全傳六巻』惜陰堂主人輯 維經堂板 咸豐 7(1857) 3 冊 
◆『繍像今古奇観四十巻』（明）抱甕主人   慶雲樓藏板 咸豐 8（1858）1 帙 10 冊 
◆『字彙十二集首末二巻』（明）梅膺祚撰  上洋  江左書林藏板  同治 7(1868)  2 帙 14 冊 
 などがある。 
  
 また、日本で 1968 年以前出版された漢籍には： 
◆『禮記集説三十巻』（元）陳澔 寛文 4（1664）野田庄右衛門開版  15 冊 
◆『郁離子二巻』［明］劉基撰  京城 弐酉堂発刊 安田萬助版 享保 17（1732）2 冊 
◆『李卓吾批點世説新語補二十巻』（宋）劉義慶撰（梁）劉孝標注 安永 8（1779）10 冊 
◆『新刻頭書詩經集註八巻』（宋）朱熹集傳 寛政 3（1791）再刻   今村八兵衛藏板  8 冊 
◆『家禮五巻圖一巻』浪華書林 河内屋喜兵衛 寛政 8（1796）3 冊 
◆『西湖竹枝詞』 五山池桐孫批   江戸書肆五山堂梓  文化 8 年（1811） 
◆『唐詩選講釋七巻』（明）李攀龍編選 千葉子玄口述 嵩山房藏 文化 10（1813）7 冊 
◆『精選唐宋千家聯珠詩格二十巻』(宋)于濟・蔡正孫 編集 東都書林 須原屋茂兵衛等 天保 2(1831) 
10 冊 
◆『岳忠武王集』（明）單恂編 江戸 和泉屋金右衛門 文久 3（1863） 
◆『校正五経』廣徳館校正  慶應 3 (1867)11 冊 
◆『輏軒使者絶代語釋別國方言十三巻』 （漢）楊雄（晋）郭璞解（明）程榮校 江戸 慶元堂蔵板 和






























             
バーナード・ベイリンの『アメリカ革命にお
けるイデオロギー的起源』（Bernard Bailyn，


































































本学外国語学部教授  荒 このみ






















    開館日数 入館者数 
年 月 平日 土曜 9:00-17:00 17:00-20:00 20:00-21:45 計 学外者（外数） 総計 
２００１ ３ 12 0 2,450 0 0 2,450 232 2,682 
２００１ ４ 19 4 17,424 3,095 221 20,740 188 20,928 
２００１ ５ 20 3 25,068 4,895 519 30,482 184 30,666 
２００１ ６ 20 5 27,331 5,152 593 33,076 237 33,313 
２００１ ７ 21 4 32,898 6,480 965 40,343 299 40,642 

















年 月 学部学生 大学院生 教職員 計 年 月 学部学生 大学院生 教職員 計 
２０００ ３ 188 184 201 573 ２００１ ３ 150 126 79 355 
２０００ ４ 1,508 927 382 2,817 ２００１ ４ 1,382 861 255 2,498 
２０００ ５ 2,055 1,068 440 3,563 ２００１ ５ 2,332 1,173 327 3,832 
２０００ ６ 2,472 1,193 367 4,032 ２００１ ６ 2,580 1,293 389 4,262 
２０００ ７ 3,720 2,333 383 6,436 ２００１ ７ 3,600 1,402 348 5,350 
２０００ ８ 1,135 571 159 1,865 ２００１ ８ 893 408 218 1,519 
 
年月
月 別 入 館 者 統 計 
貸 出 冊 数 統 計 
貸出冊数統計 
月別入館者数 























  １．テーマ 「ジェンダー論の現在」 
  ２．講師  東京大学大学院人文社会系研究科教授・上野千鶴子先生 
  ３．日時  平成１３年１１月７日（水） １５時３０分―１７時 
４．場所  東京外国語大学「マルチメディアホール」（研究講義棟１階） 
  ５．お問い合わせ・申し込み 
     東京外国語大学附属図書館総務係 
       電話   ０４２－３３０－５１９３ 
       FAX     ０４２－３３０－５１９９ 
       先着３００名までで締め切ります 
＜貴重書展示会＞ 
１．展示資料  図書館所蔵ロシア語・中国語貴重図書 
  ２．日時    平成１３年１１月７日（水）―１４日（水） ９時―１７時 
  ３．場所    東京外国語大学附属図書館 
 
３．展示会報告―浅田栄次資料展示会報告                         





   場所   東京外国語大学附属図書館２階ブラウジングホール 
   期間   ２００１年８月１日（水）―１０日（金） 
   資料目録 
 １．『東京外国語大学史』 
 ２．『浅田栄次追懐録』 
 ３．高等商業学校教授辞令        明治３０年５月１１日 
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 ４．東京外国語学校教務主任辞令     明治３２年７月１５日 
 ５．文芸部長を委嘱す 東京外国語学校校友会  明治３３年１０月１９日 
 ６．東京外国語学校図書館規則草案         明治３６年 
 ７．明治３７年度卒業生徒採用依頼書と送付先一覧  明治３７年 
 ８．東京外国語学校創立１０年記念会施行手続き   明治４０年 
 ９．東京外国語学校懸賞校歌            明治４０年 
１０．「感謝状」 東京外国語学校卒業生有志一同   大正２年８月３日 












4月 19日   国立大学図書館協議会東京地区総会（於東京外国語大学） 
4月 20日   第一回アラビア語目録入力ＷＧ（於国立情報学研究所） 
5月 1-31日   オンラインジャーナル ProQuestトライアル実施 
5月 7日    CD－ROM、MagazinePlus等のネットワークサービス開始 
5月 10日   第一回中央大学図書館との協定・打ち合わせ（於中央大学） 
5月 18日   四大学連合・附属図書館事務打ち合わせ（於一橋大学） 
5月 19日   四大学連合・附属図書館 OPAC横断検索サービス開始 
5月 23日   平成 13年度第一回図書館委員会 
5月 24日   国立大学図書館協議会東京地区電子ジャーナル説明会（於東京大学） 
5月 27-28日  国立大学図書館協議会常務理事会・理事会（於東京大学） 
5月 29日   国立大学附属図書館事務部課長会議（於東京医科歯科大学） 
6月 1日    第一回図書館業務システム仕様策定委員会 
6月 12日   情報リテラシー授業・情報検索法Ⅰ（図書館担当分） 
6月 13日   平成１３年度第一回選書委員会 
6月 14日   情報リテラシー授業・情報検索法Ⅰ（図書館担当分） 
6月 19日    情報リテラシー授業・情報検索法Ⅱ（図書館担当分） 
6月 20日   平成１３年度第二回図書館委員会 
        自己評価・点検ＷＧ発足、館報インターネット版打合せ 
6月 21日   情報リテラシー授業・情報検索法Ⅱ（図書館担当分） 
6月 27-28日 国立大学図書館協議会総会（於北海道大学） 
7月 4日   第二回中央大学図書館との協定・打ち合わせ（於東京外大） 
7月 12日   第二回アラビア語目録入力ＷＧ（於国立情報学研究所） 
7月 13日   東京西地区大学図書館相互協力連絡会（Tower-ALC）加盟 
7月 18日   平成１３年度第二回選書委員会 
7月 31日   第三回図書館業務システム仕様策定委員会 
8月 1-10日  浅田栄次資料展示会（附属図書館２階ラウンジ） 
8月 9-10日  電子ジャーナルタスクフォース教育担当者研修会（千葉大） 
    8月 20日   東京地区国立大学附属図書館・電子ジャーナルサブコンソーシアム結成 
（幹事校 東京水産大学） 
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    8月 30-31日 アラビア語目録入力打ち合わせ（於大阪外語大、京都大） 
    9月 10日   図書館業務システム入札説明会 
    9月 14日   第三回アラビア語目録入力ＷＧ（於国立情報学研究所） 





   池端 雪浦   東京外国語大学長 
（附属図書館長 アジア・アフリカ言語文化研究所教授併任）  





   油谷 末弘   一橋大学附属図書館情報サービス課長（附属図書館事務長） 
   木村 晴茂   大分医科大学教務部図書課長（同 専門員） 
   吉植 庄栄   東北大学附属図書館北青葉山分館管理係（同 目録情報係） 
   吉田 恵理   一橋大学附属図書館情報サービス課企画係（同 研究所図書係） 
 
 ３．学外からの転入 
   内島 秀樹   附属図書館専門員 
（東京大学大学院経済学研究科・経済学部図書運用掛長） 







＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 編集後記 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
    館報カスタリア第２号をインターネット版としてお届けします。 
   紙媒体で刊行した創刊号からはや半年もたってしまいました。図書館のスタッフも館長を含 
   め大幅に入れ替わり、ようやく雰囲気も落ち着いてきたところです。 
    今年度は、新館に移り、コンピューター環境の充実やＣＤ－ＲＯＭのネットワークサービ 
   ス、さらにはこの１０月から開始した電子ジャーナルサービスなど、利用者の方々にとって 
   も目新しいサービス環境を整備してきました。今後もこのような図書館サービスの電子化を 
   積極的に行い、学生だけでなく、研究者にとっても使いやすい図書館をつくっていきたいと 
   考えています。このインターネット版カスタリアも同様に、ＷＥＢ上で公開し、ネットワー 
   クのどこからでもご覧頂けるようにしました。創刊号以上に多くの方に閲覧して頂けるよう 
   館員一同願っています。 
   ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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